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交
流
２
０
２
０
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交
流
事
業

中
国
安あ

ん

康こ
う

市
と
「
友
好
都
市
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

問
い
合
わ
せ　

情
報
交
流
課　

粂
田　

☎
（
23
）
０
０
４
０

議
会
11
月
８
日
会
期

令
和
元
年
11
月
市
議
会
臨
時
会
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

源
間　

☎
（
23
）
０
０
５
０

正
副
議
長
の
選
出
に
つ
い
て

　

選
挙
の
結
果
、
議
長
に
中な

か

野の

康や
す

子こ

議

員
、
副
議
長
に
大お

お

井い

俊と
し

彦ひ
こ

議
員
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
（
令
和
元
年
度
牧
之
原

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
））

　

令
和
元
年
10
月
25
日
付
け
で
専
決
処

分
し
た
補
正
予
算
に
つ
い
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
補
正
予
算
は
元
年
度
第
４
回
目

の
補
正
で
、
１
億
４
４
８
９
万
３
千

円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
総
額
を

２
０
７
億
６
８
２
６
万
７
千
円
と
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
台
風
19
号

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
、
農
地
農
業
用

施
設
や
公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧
事

業
の
実
施
に
係
る
測
量
お
よ
び
設
計
な

ど
を
行
う
た
め
の
委
託
料
、
崩
土
除
去

や
稲
わ
ら
の
回
収
処
分
な
ど
に
係
る
経

費
の
計
上
を
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

市
議
会
議
員
の
う
ち
か
ら
、
監
査
委

員
に
太お

お

田た

佳よ
し

晴は
る

議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

議長
中野 康子 議員

副議長
大井 俊彦 議員

監査委員
太田 佳晴 議員

　

本
市
と
中
国
陝せ

ん

西せ
い

省し
ょ
う

安
康
市
は
、
平

成
28
年
度
か
ら
お
茶
を
通
し
た
友
好
交

流
を
続
け
て
お
り
、平
成
29
年
に
は
「
友

好
都
市
関
係
の
発
展
に
関
す
る
覚
書
」

を
締
結
し
て
い
ま
す
。

11
月
20
日
に
、
安
康
市
の
趙チ

ョ
ウ

俊シ
ュ
ン

民ミ
ン

市

長
を
代
表
と
し
た
政
府
関
係
者
な
ど
18

人
が
本
市
を
訪
れ
、
市
内
の
茶
関
連
事

業
所
な
ど
を
視
察
す
る
と
と
も
に
、
友

好
関
係
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
に
す
る

た
め
、「
友
好
都
市
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

締
結
に
当
た
り
杉
本
市
長
は
「
お
茶

を
通
じ
た
交
流
か
ら
始
ま
っ
た
ご
縁
を覚書に署名した趙俊民安康市長（左）と杉本市長（右）

大
切
に
、
交
流
の
発
展
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
趙
市
長
は
「
安
康

市
と
牧
之
原
市
は
共
通
点
が
多
い
。
仲

の
良
い
友
人
と
し
て
、
お
茶
は
も
ち
ろ

ん
、
企
業
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
幅
広
い
交

流
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
今
後
の

交
流
の
発
展
を
期
待
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
は
２
０
２
０
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技

で
中
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
調
印
式
後
に
行
わ
れ
た
歓

迎
交
流
会
で
は
、「
細
江
セ
ミ
ナ
ー
」
の

皆
さ
ん
が
「
東
京
五
輪
音
頭
」
を
披
露

し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

東京五輪音頭を披露する細江セミナーの皆さん

牧之原市役所　

▲

榛原庁舎☎㉓0001

▲

相良庁舎☎532600　ホームページ　http://www.city.makinohara.shizuoka.jp

総合福祉センターさざんか☎㉓0071　　榛原文化センター☎㉓0002　　相良総合センターい～ら☎525544

税
金

固
定
資
産
税
と
は

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
に
お
け
る
市
内
の
固
定
資
産
（
土
地
、

家
屋
、
償
却
資
産
）
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
る
地
方
税
で
す
。

　

固
定
資
産
税
は
、
年
の
途
中
の
売
買

や
相
続
な
ど
に
よ
り
所
有
権
が
移
転
し

た
場
合
で
も
、
そ
の
年
度
分
は
１
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
税
は
、
市
税
全
体
の
約
半
分
を

占
め
て
お
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
公
共

事
業
な
ど
を
行
う
た
め
の
重
要
な
財
源

と
な
っ
て
い
ま
す
。

納
税
義
務
者

　

固
定
資
産
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
人

は
、
原
則
と
し
て
固
定
資
産
の
所
有
者

で
す
。

税
額
の
算
出
方
法

　

固
定
資
産
税
額
は｢

課
税
標
準
額
×

税
率｣

に
よ
り
算
出
し
ま
す
。

税
率
と
課
税
標
準
額

　

本
市
の
固
定
資
産
税
率
は
１
・
４
％

で
す
。

　

課
税
標
準
額
は
、
原
則
と
し
て
固
定

資
産
の
価
格
（
評
価
額
）
と
同
じ
と
な

り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
住
宅
用
地
の
よ
う
に
特
例

措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
や
、
宅
地
の

税
負
担
の
調
整
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場

合
は
、
適
用
後
の
算
定
額
と
な
り
ま
す
。

評
価
の
方
法

　

総
務
大
臣
が
定
め
た
基
準
に
基
づ
い

て
次
の
よ
う
に
評
価
を
行
い
ま
す
。

﹇
土
地
﹈

　

地
価
公
示
価
格
や
不
動
産
鑑
定
評
価

価
格
を
基
に
、
宅
地
や
農
地
、
山
林
、

原
野
、
雑
種
地
な
ど
地
目
別
に
定
め
ら

れ
た
評
価
方
法
に
よ
り
行
い
ま
す
。

﹇
家
屋
﹈

　

完
成
し
た
家
屋
の
構
造
材
や
外
装
、

内
装
な
ど
に
評
点
を
付
け
る
家
屋
調
査

に
基
づ
い
て
算
定
し
た
価
格
に
、
経
過

年
数
な
ど
の
補
正
率
を
乗
じ
て
算
出
し

ま
す
。

﹇
償
却
資
産
﹈

　

資
産
の
取
得
時
期
や
取
得
価
格
、
耐

用
年
数
に
基
づ
き
、
経
過
年
数
に
応
じ

た
減
価
を
考
慮
し
て
算
出
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
は
１
月
１
日
現
在
の
固
定
資
産
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

山
口　

☎
（
23
）
０
０
３
５

定
住
住
宅
の
取
得
や
、
結
婚
に
伴
う
引
っ
越
し
を
検
討
し
て
い
る
人
は
相
談
を
！

移
住
定
住
・
結
婚
新
生
活
支
援
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

情
報
交
流
課　

森　

☎
（
23
）
０
０
４
０

市では、市内への移住定住の促進と新婚世帯の新生活を応援するため、各種助成制度を設けてい
ます。ぜひ、ご活用ください。
詳しくは市ホームページで「牧之原市　移住定住」と検索してください。

名称 対象者・条件・助成内容など

子育て家族定住奨励金
夫婦共に40歳未満の人または中学生以下の子どもと同居する人

が、市内に新たに住宅を取得する場合、奨励金を交付します。

基礎額30万円で、各種加算があります。

結婚新生活支援助成金
新婚世帯の住宅の購入や賃貸に係る初期費用や賃料、引っ越し

に係る費用を30万円を上限に助成します。

しあわせ新婚さん家賃助成金
新婚世帯の住宅の賃料を、月額４万５千円を超えた分について、

月額 1万円を上限に24カ月間助成します。

空き家活用リフォーム等補助金
牧之原市空き家・空き地バンク制度を利用して市内へ移住する

人に対し、対象住宅のリフォーム費用を上限30万円、残置物の

処理費用を上限５万円、それぞれ助成します。

移住就業支援金
首都圏に直近５年以上在住・在勤していた人が、静岡県の認可

を受けた市内企業へ就職し市内へ移住すると、単身者60万円、

世帯100万円を助成します。

制度ごとに、利用の条件や申込期限、申込方法などが異なります。詳しくは情報交流課
までお問い合わせください。　　　☎㉓0040　　seisaku@city.makinohara.shizuoka.jp
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子
育

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
通
称
フ
ァ
ミ
サ
ポ
）
は
、
子
育
て
中
の

家
族
が
安
心
し
て
働
い
た
り
、
育
児
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
あ
ら

か
じ
め
登
録
し
た
地
域
の
会
員
同
士
が

活
動
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

　

以
上
の
人
で
、
育
児
の
援
助
活
動
を

　

す
る
会
員
で
す
。
資
格
や
経
験
は
問

　

い
ま
せ
ん
。

　

会
員
登
録
後
に
「
任
せ
て
会
員
研
修
」

　
（
10
時
間
程
度
）
を
受
講
す
る
た
め
、

　

安
心
し
て
活
動
に
参
加
で
き
ま
す
。

★
両
方
会
員

　

お
願
い
・
任
せ
て
会
員
の
両
方
に
登

　

録
す
る
会
員
で
す
。

◆
活
動
内
容

　

▼
保
育
施
設
・
学
校
が
休
み
の
時
や
、

　

急
な
仕
事
・
学
校
行
事
へ
の
参
加
・

　

通
院
・
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
保
護
者
が

　

外
出
し
た
際
の
託
児
▼
児
童
ク
ラ
ブ

　

や
習
い
事
の
送
迎　

な
ど

地
域
で
地
域
の
子
育
て
を
支
え
合
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

子
ど
も
子
育
て
課　

子
育
て
支
援
係　

☎
（
23
）
０
０
７
１

＜任せて会員研修 (後期 )日程表＞

①１月17日午前　イヤイヤ期の対応／自己肯定感を高める
　　　　　　　　　関わり方
②１月24日午前　調乳・栄養／乳幼児の関わり方と事故予防
③１月31日午前　普通救命講習
④２月10日午前　親・子・託児者がともに良い時間を過ごす
　　　　　　　　　ためには
⑤２月28日午前　絵本の世界／楽しい！ふれあい遊び
⑥３月13日午前　託児者交流会

＊講師の都合などにより内容が変更になる場合があります。
　研修時間などの詳細は、市ファミリー・サポート・センター
　（☎0077）まで問い合わせてください。

研修会場　さざんか（③は吉田消防署を予定）

★
お
願
い
会
員
（
援
助
を
頼
み
た
い
人
）

市
内
に
住
所
が
あ
る
人
で
、０
歳
（
お

　

お
む
ね
生
後
４
カ
月
）
か
ら
小
学
校

　

６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
の
い
る
人
が

　

利
用
で
き
ま
す
。

＊
入
会
金
や
年
会
費
、
保
険
加
入
の
負

　

担
金
な
し
。
利
用
料
は
６
０
０
円
か

　

ら
。
児
童
扶
養
手
当
な
ど
を
受
給
し

　

て
い
る
人
に
は
助
成
あ
り
。

★
任
せ
て
会
員
（
援
助
を
行
い
た
い
人
）

市
内
お
よ
び
近
隣
市
町
に
住
む
20
歳

活動の流れ（概略図）

お願い
会員

任せて
会員

センター

①
申
し
込
み ④
紹
介

③
回
答

②
活
動
依
頼

⑧
活
動
報
告

⑥援助活動

⑦利用料金支払い

⑤事前打ち合わせ

式
展

平成30年６月13日に成立した民法の一部を改正する法律により、令和４年４月１日から、成年年
齢が20歳から18歳に引き下げられます。
本市では、毎年開催している「成人式」を、民法改正後の令和４年度以降もこれまで通り、20歳の
人を対象に「はたちの集い」として式典を執り行いますので、事前にお知らせします。 成

人
年
齢
の
18
歳
へ
の
引
き
下
げ
に
伴
い
、
成
人
式
の
名
称
を
変
更

令
和
４
年
度
か
ら
「
は
た
ち
の
集
い
」
に
な
り
ま
す

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課　

西
川　

☎
（
53
）
２
６
４
６

平
成
30
年
度
の
新
成
人
の
皆
さ
ん

令和３年度（令和４年１月９日

に開催予定）まで

対象者

実施日

名　称

当該年度に20歳になる人

当該年度の１月の第２日曜日

成人式

変更なし

変更なし

はたちの集い

令和４年度（令和５年１月８日

に開催予定）から

商
工
公
的
な
融
資
制
度
を
利
用
し
た
設
備
投
資
が
対
象

市
が
中
小
企
業
者
の
借
り
入
れ
利
子
を
補
給
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

商
工
企
業
課　

山
崎　

☎
（
53
）
２
６
４
７

　

市
で
は
、
市
や
県
、
政
府
系
金
融
機

関
な
ど
の
公
的
な
融
資
制
度
を
利
用
し

て
事
業
用
の
「
設
備
」
を
購
入
し
た
中

小
企
業
者
に
対
し
、
そ
の
資
金
に
係
る

利
子
相
当
額
を
対
象
と
し
て
「
利
子
補

給
金
」
を
交
付
す
る
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

　

平
成
31
年
お
よ
び
令
和
元
年
中
に
対

象
と
な
る
資
金
を
借
り
入
れ
、
新
た
に

「
設
備
」
を
導
入
し
、
令
和
元
年
12
月
末

日
ま
で
に
返
済
を
開
始
し
た
人
を
対
象

に
、
次
の
通
り
「
利
子
補
給
金
」
の
交

付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間

　

令
和
２
年
１
月
６
日

〜
17
日


　

午
前
８
時
15
分
〜
午
後
５
時
（
土
日

　

祝
日
を
除
く
）

会
場

　

商
工
企
業
課
（
相
良
庁
舎
２
階
）

対
象
者

　

市
内
に
お
い
て
事
業
を
営
ん
で
い
て
、

　

市
税
に
未
納
が
な
い
中
小
企
業
者

対
象
資
金

　

次
の
①
〜
④
に
該
当
す
る
融
資
制
度

　

に
よ
り
借
り
受
け
た
設
備
資
金

　

①
政
府
関
係
融
資
制
度

　

②
静
岡
県
融
資
制
度

　

③
牧
之
原
市
小
口
資
金
融
資
制
度

　

④
商
工
貯
蓄
共
済
融
資
制
度

交
付
額

　

借
入
金
額
の
１
％
以
内
（
限
度
額

10
万
円
）

交
付
期
間

　

借
入
日
か
ら
３
年
以
内

必
要
書
類

　

①
交
付
申
請
書

　

②
請
求
書

　

③
融
資
制
度
の
名
称
が
確
認
で
き
る

　
　

も
の
（
信
用
保
証
書
な
ど
）

　

④
設
備
投
資
の
内
容
と
支
払
い
が
確

　
　

認
で
き
る
も
の
（
契
約
書
や
請
求

　
　

書
、
領
収
書
、
支
払
い
預
金
通
帳

　
　

な
ど
）

　

⑤
返
済
計
画
が
確
認
で
き
る
も
の　

　
　
（
返
済
予
定
表
、
返
済
額
明
細
書
な
ど
）

　

⑥
平
成
31
年
お
よ
び
令
和
元
年
中
の

　
　

月
々
の
利
子
の
支
払
い
が
確
認
で

　
　

き
る
も
の
（
利
息
引
落
し
預
金
通

　
　

帳
、
返
済
証
明
書
な
ど
）

　

＊
交
付
申
請
書
と
請
求
書
は
、
市
の

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
　

ド
で
き
る
ほ
か
、
商
工
企
業
課
の

　
　

窓
口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

申
込
方
法

　

必
要
書
類
を
用
意
し
、
受
付
会
場
に

　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

＊
来
庁
前
に
事
前
に
連
絡
し
て
い
た
だ

　

け
る
と
、
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
付
け
が

　

で
き
ま
す
。

相
談

　

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
に
は
、
毎
日
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
に
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

慌
て
な
い
で
！
災
害
後
の
住
宅
や

自
動
車
、
通
信
関
係
の
修
理

●
台
風
な
ど
に
よ
る
住
宅
の
雨
漏
り
や

　

破
損
の
修
理
を
行
う
場
合
は
、
複
数

　

の
事
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
取
り
ま

　

し
ょ
う
。
ま
た
、
一
人
で
決
め
ず
に

　

周
囲
に
相
談
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
「
火
災
保
険
で
住
宅
を
修
理
で
き
る

　

か
ら
調
査
を
す
る
」
と
い
う
話
に
は

　

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
火
災
保
険
の

　

対
象
に
な
る
か
ど
う
か
は
、
必
ず
自

　

分
で
契
約
し
て
い
る
保
険
会
社
に
確

　

認
し
ま
し
ょ
う
。

●
倒
木
で
車
が
凹
ん
だ
場
合
や
水
害
に

　

遭
っ
た
場
合
、
保
険
の
内
容
次
第
で

　

保
険
適
用
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

契
約
し
て
い
る
保
険
会
社
に
確
認
し

　

ま
し
ょ
う
。

●
風
や
雨
の
影
響
で
テ
レ
ビ
が
全
く
映

　

ら
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
近
く
の
電

　

気
店
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
停
電
し
た
場
合
は
、
大
手
電
力
供
給

　

会
社
（
中
部
電
力
）
に
連
絡
し
ま
し
ょ

　

う
。

若
者
を
狙
う

　
　
　
　

も
う
け
話
に
ご
注
意
！

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
人
か
ら
「
も

　

う
か
る
話
が
あ
る
」
な
ど
と
呼
び
出

　

さ
れ
て
投
資
に
誘
わ
れ
て
も
、
断
り

　

ま
し
ょ
う
。

●
「
ス
マ
ホ
で
簡
単
に
月
収
○
○
万
円

　

稼
げ
る
」
と
い
う
広
告
を
う
の
み
に

　

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ス
マ

　

ホ
で
大
金
を
稼
げ
る
よ
う
な
ビ
ジ
ネ

　

ス
や
副
業
の
具
体
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

●
友
人
や
先
輩
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
サ
ー
ク
ル

　

で
知
り
合
っ
た
人
か
ら
、
マ
ル
チ
取

　

引
や
も
う
け
話
の
勧
誘
を
受
け
た
場

　

合
は
、
勇
気
を
出
し
て
断
り
ま
し
ょ

　

う
。
友
人
を
勧
誘
す
る
側
に
な
る
と
、

　

人
間
関
係
を
壊
し
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル

　

に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
海
外
事
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
も
、

　
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」
を
主
張
で

　

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
早
め
に
消

　

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ

　

う
。

　

少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
☎
１
８
８
）

も
し
く
は
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎

（
23
）０
０
８
８
）
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
員
が
解
決
の
方
法
を
一
緒
に
考
え
ま
す

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー　

岡
村　

☎
（
23
）
０
０
８
８

牧之原市役所　

▲

榛原庁舎☎㉓0001

▲

相良庁舎☎532600　ホームページ　http://www.city.makinohara.shizuoka.jp

総合福祉センターさざんか☎㉓0071　　榛原文化センター☎㉓0002　　相良総合センターい～ら☎525544
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